
Ⅱ 奈良県の子ども、若者の未来への責任
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Ｒ６予算案 7,196百万円 Ｒ５･２月補正予算案 106百万円
R7～13債務負担行為130百万円（Ｒ５予算 4,738百万円）

こども・子育て施策の推進

○新 こどもの意見を聴取する取組を実施 ○新 若い世代がライフデザインを描くサポートを実施

〈問い合わせ先〉 ① ② ④ こども・女性局 女性活躍推進課 南課長補佐（内線３３５５）
③ こども・女性局 こども家庭課 度會課長補佐（内線２８７１）

○新 女性への有給インターンと受け入れ企業の働き方改革を支援

○ひとり親家庭の子育て支援を実施

取組方針① こども・若者の視点に立った施策の立案と
推進

取組方針③ 若い世代、ひとり親世帯の所得の向上

取組方針② ジェンダーギャップの解消を始めとした
社会全体の意識・構造の改革

Ｒ６予算案 ７百万円（Ｒ５予算 ー百万円）

・高校生等の若い世代が、ライフデザインを描くために必要な
知識を習得できる動画を作成し、セミナー等でわかりやすく
周知

Ｒ６予算案 ６百万円（Ｒ５予算 ー百万円）

・「（仮称）奈良県こどもまんなか未来戦略」の策定に際し、
こどもの意見を聴取し、意見を反映させ、こども版未来戦略
を策定

Ｒ６予算案 １０２百万円（Ｒ５予算 ー百万円）

・子育て中の女性など就労に踏み出せない女性に対して、有給
インターン等を実施することにより、女性の正規雇用を促進
するとともに、企業の働き方改革を支援

・ひとり親の就業及び自立を支援する奈良県スマイル
センターにおいて、ワンストップ機能を強化し、
幅広い支援を実施

・養育費確保対策として、養育費に関する公正証書作成及び保証
会社との養育費保証契約締結に要する経費に対し補助

Ｒ６予算案 ２百万円（Ｒ５予算 １百万円）

○令和6年度において、本県のこども政策を総合的に推進するための「(仮称)奈良県こどもまんなか未来戦略」を
策定予定

○戦略の策定に先行して、必要な取組については可能な限り速やかに取り組むこととし、｢奈良県こども・子育て
推進本部｣において決定した９つの取組方針に基づき、施策を実施

取組方針④ 男女ともに仕事と家庭･子育てを両立できる
職場環境の整備
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○新 保育士の確保のため、保育士給与の処遇改善を実施

Ｒ６予算案 ３２６百万円（Ｒ５予算 ー百万円）

・民間保育所等における常勤保育士等の処遇改善（給与加
算）に取り組む市町村に対し補助を実施

・施設における保育士給与等の処遇改善状況を公表すること
により、保育人材の確保・定着を促進

こども・子育て施策の推進

○新 結婚支援コンシェルジュを配置

Ｒ６予算案 ６百万円（Ｒ５予算 ー百万円）

・結婚支援コンシェルジュを配置し、市町村等が取り組む
婚活イベントなどを支援

○新 児童相談所職員のスキルアップ研修の実施

Ｒ６予算案 ４百万円（Ｒ５予算 ー百万円）

・児童相談所職員のスキル
アップを目指した研修の実施

〈問い合わせ先〉 ⑤ こども・女性局 女性活躍推進課 南課長補佐（内線３３５５）
医療政策局 健康推進課 山口主幹（内線３１４２）

⑥ こども・女性局 こども家庭課 度會課長補佐（内線２８７１）
⑦ こども・女性局 奈良っ子はぐくみ課 大島主任調整員（内線２８７２）

《その他、別ページに掲載の取組》

○教員業務支援員配置事業費補助金
Ｒ６予算案 １７８百万円（Ｒ５予算 ８３百万円）
（P.15「こどもたちを支える学校現場の改革支援」参照）

○高校授業料無償化
Ｒ６予算案 1,259百万円（Ｒ５予算 116百万円）
（P.14「高校授業料の無償化」参照）

○県立高校トイレ環境改善
Ｒ６予算案 276百万円（Ｒ５予算 －百万円）
（P.16「県立高校トイレ環境改善」参照）

取組方針⑤ 個人の希望に応じた選択ができるよう、
結婚から妊娠、出産、子育てまで切れ目
の無い支援の充実

取組方針⑥ 困難な状況に置かれているこども、子育
て世帯に対する相談体制、支援等の充実

取組方針⑦ こどものすこやかな成長と子育て世帯を
支える教育、保育等の体制整備

○スクールカウンセラー及びスクールソーシャルワーカーの拡充
R6予算案 ２２１百万円（R5予算 １４８百万円）
（P.15「こどもたちを支える学校現場の改革支援」参照）

○新 不妊治療助成を行う市町村への補助制度を構築

Ｒ６予算案 １百万円（Ｒ５予算 ー百万円）

・市町村が行う不妊治療費用助成に対する補助制度創設に向
けた協議の実施
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こども・子育て施策の推進

〈問い合わせ先〉 ⑧ 医療・介護保険局 医療保険課 糸谷課長補佐（内線２９２１）
⑨ 地域デザイン推進局 公園緑地課 成戸課長補佐（内線６４１９３）
(※) こども・女性局 女性活躍推進課 南課長補佐（内線３３５５）

○子ども医療費助成の拡充

Ｒ６予算案 1,571百万円（Ｒ５予算 1,480百万円）

・市町村が行う「子ども医療費助成」に対する県の補助基
準について、Ｒ５．８月から所得制限の撤廃とともに、
対象年齢を中学生から高校生世代にまで拡大

・R６から子育て世帯の更なる経済的負担軽減を図るため、
低額の窓口負担で済む「現物給付方式」の対象年齢を、
未就学児から高校生世代にまで拡大

※高校生世代までを補助対象としているのは、全国で６都
県のみ（福島県、東京都、静岡県、奈良県、鳥取県、長
崎県）R5.8.1現在

＜現物給付方式の概念図＞

保険給付費 子ども医療費助成対象額
定額(低額)窓口負担
（500円or1000円／月）

医療費総額（10割）

保険給付（７割） 自己負担（３割）

県から市町村に1/2を補助

取組方針⑨ こども、子育てにやさしいインクルー
シブなまちづくり

○新 ぬくもりあふれる公園プロジェクト

Ｒ６予算案 １７８百万円（Ｒ５予算 ー百万円）

○まほろば健康パーク

Ｒ６予算案 １４百万円（Ｒ５予算 ８０百万円）

（例） 授乳施設の設置

整備イメージ 整備イメージ

取組方針⑧ 妊娠や出産、こども、子育てを支える
保健医療提供体制の充実

取組方針⑨ こども、子育てにやさしいインクルー
シブなまちづくり

・令和６年度から令和10年度の5ヶ年でこども・子育て
世代をはじめとした全ての世代にやさしい公園機能を
拡充するため、県営都市公園の施設・設備の整備を実施

(※) その他こども・子育て施策に係る予算
R6予算案 3,047百万円 R5･2月補正予算案 106百万円
R7～13債務負担行為 103百万円 （R5予算 2,831百万円）

Ｒ７債務負担行為 ２７百万円

・障害のある人もない人もすべての人が利用できる、イン
クルーシブ公園の検討
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Ｒ６予算案 １，２５９百万円
（Ｒ５予算 １１６百万円）

高校授業料の無償化

【私立高等学校（全日制・定時制）の支援イメージ】

高等学校授業料等の支援制度を拡充（国の就学支援金に県が上乗せして支援）

子どもたちが家庭の経済的状況にかかわらず、希望する進路を選択できるよう授業料や施設整備費等を支援

・県内に保護者が在住し、子どもが県内の高等学校等に通う世帯

・支援額

〈問い合わせ先〉 ① 文化・教育・くらし創造部 教育振興課 池田課長補佐（内線６１２４２）
② 教育委員会 学校支援課 甲斐課長補佐（内線５２８６）

世帯年収(目安)910万円未満の世帯 世帯年収(目安)910万円以上の多子世帯※3

①私立高校等※1 国の就学支援金と合わせ、最大６３万円※2  最大５万９４００円

②国公立高校 国の就学支援金により支援  最大５万９４００円

【県立高等学校（全日制）の支援イメージ】

（国）高等学校等就学支援金

（県）高等学校授業料軽減補助金

※4 世帯年収は、両親の一方が働いていて、高校生１人、中学生１人のサラリーマン世帯の場合の目安

※1  私立高等学校・高等専門学校・私立専修学校(高等課程(3年制))（通信制高校については、県内に設置された県認可校に限る）
※2 通信制は32万1000円
※3 ２３歳未満の子を３人以上扶養する世帯

（万円）世帯年収
　　　　※4

270 380 590 910

118,800

59,400

（円）

多子世帯

(23歳未満の子を３人

以上扶養)が対象

（円）

（万円）世帯年収
　　　　※4

910590

234,000

630,000

270 380

396,000 511,200

118,800 59,400

多子世帯

(23歳未満の子を３人

以上扶養)が対象
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③部活動指導員配置促進事業の拡充
・公立中学校に部活動指導員を配置する市町村に対し補助

こどもたちを支える学校現場の改革支援

○スクールカウンセラー（ＳＣ）及びスクールソーシャルワーカー（ＳＳＷ）の拡充
・ＳＣの小学校への配置を３０校から７７校へ
・ＳＳＷの各中学校区への派遣を５４校区から８１校区へ、また１校区あたり１２日から２４日へ
・ヤングケアラー支援室へ支援コーディネーター１名、ＳＳＷ４名、ＳＣ２名を配置

Ⅰ．様々な課題を抱えるこどもたちへの支援

Ⅱ．教員の負担軽減

Ⅲ．学校における障害者雇用の促進

②学力向上を目的とした学習支援員等配置促進事業の拡充
・公立小中学校等に学習支援員等を配置する市町村に対し、一部県負担化した上で補助

・障害者雇用に係る課長級をヘッドとする専門チームを教育委員会内に設置。
・学校現場の業務内容を精査して雇用を創出。長期的な雇用計画を策定。

①教員業務支援員配置促進事業の拡充
・従来の市町村負担分を県が負担し、全校配置を目指す

Ｒ６予算案 587百万円
（Ｒ５予算 321百万円）

〈問い合わせ先〉
教育委員会 Ⅰ 教育研究所 湊部長、髙木主幹 0744-33-8908 Ⅱ④ 教職員課 太田課長補佐（内線5231）

Ⅱ① 教職員課 塩野課長補佐（内線5232） Ⅲ 教職員課 塩野課長補佐（内線5232）
Ⅱ② 高校の特色づくり推進課 松原主幹（内線5253)
Ⅱ③ 学ぶ力はぐくみ課 丹下課長補佐（内線5351）【文化部担当】

健康・安全教育課 高田課長補佐（内線5312）【運動部担当】

④副校長・教頭マネジメント支援員配置事業の新設
・公立小中学校に学校マネジメント等に係る業務を支援する人材を配置

R6予算案 221百万円（R5予算 148百万円）

R6予算案 9百万円（R5予算 － ）

R6予算案 358百万円（R5予算 173百万円）
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Ｒ６予算案 ２７６百万円
（Ｒ５予算 － ）

県立高校トイレ環境改善

①県立高校トイレピッカピカ５か年計画を推進

Ｒ６予算案 ２７６百万円（Ｒ５予算 － ）

・令和６～１０年度の５年間で、県立高校のトイレ洋式化・乾式化等工事を実施

・令和６年度は全校について、設計業務を実施

〈問い合わせ先〉 ① 教育委員会 学校支援課 岡方課長補佐（内線５２８１）

～ 現在の県立高校のトイレ ～ ～ 改修後イメージ ～
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